
 

1 研究背景 

2020年，世界中に新型コロナウイルス（COVID-19）
の感染が広がり，各国でロックダウンなどの感染拡大
防止対策が取られた．日本政府も緊急事態宣言や蔓延
防止措置などの対策を実施していたが，人々は情報を
見落としたりバイアスに左右され判断を下したり, 常
に合理的であるとは限らないため, リスク情報をその
まま伝えても伝わらない場合がある. 
このような問題に対して，近年行動経済学において

リチャード・セイラー教授ら1)が提唱したナッジ
(nudge)と呼ばれる人々の意思決定に影響を与えて行
動変容を促す行動概念が注目されている．ナッジは直
訳すると「ひじで軽くつつく」，「そっと後押しする」
という意味を持ち，セイラーによって「選択を禁じる
ことも，経済的なインセンティブを大きく変えること
もなく，人々の行動を予測可能な形で変える選択アー
キテクチャのあらゆる要素」として定義した． 
今回の新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた

めの対策の一つとして，手指消毒の促進が上げられる．
消毒液に矢印を付けるやポスターで注意喚起するなど
のナッジを取り入れている場所も多いが，人々の心理
的バイアスとこのようなナッジの効果との関係がまだ
明確ではないという課題があると言える． 

2 先行研究 

ナッジを活用した政策は行政現場や医療・健康分野
など，様々な分野で取り入れている．例えば，オーバ
リン大学2)の学生寮において，水と電気代の節約のた
めにシャワー時間を短くする試みが行われていた．元
上院議員ジョン・エドワーズの写真をシャワー室の天
井に貼ることによって「見られている」と感じさせ，
シャワーに長く滞在したくないため行動を変化させた．
これはナッジの選択アーキテクチャのプライミングに
当てはまる．また，Schultz ら2)は省エネを推奨する
ため，調査世帯に過去数週間のエネルギー使用量と近
隣世帯の平均消費量を伝える実験を行った．その結果，
エネルギー使用量が平均以上だった世帯の使用量が減
少した．これは近隣住民の消費量を伝えたことが影響
しており，社会的規範の力を示した事例である． 

医療現場において、Anderson & Mellor ら3)はリスク
回避的な人ほど喫煙しない，肥満傾向にない，慢性疾
患を持ちにくい一方で，血圧の管理をきちんとする，
デンタル・ フロスを歯磨きに使う，シートベルトを着
用する可能性が高いという結果を示した．このような
患者を対象とした意思決定する際のバイアスに関する
実証研究及び行動経済学的な特性を逆に利用して，積
極的な医療・健康行動を促進しようとするナッジ介入
の実証研究が行われていた． 

また，永野 6)は，バイアスをナッジの選択アーキテ
クチャとして考慮し，ランドスケープ理論を用いてナ
ッジのプロトタイプモデルを提案した．ランドスケー
プ理論の「エネルギーが減少する方向へ移動する」原
理を活用し，「エージェントを意思決定主体とする」
「アライアンスをエージェントの行動状態として表現
する」「ナッジの意図通りの行動をしない・するの二
つの状態に設定する」の三つの前提を加え，エネルギ
ー関数によりナッジの環境を構築した． 

これらの実証研究を通して，正しい情報が提供され
たとしても人間が望ましい選択をするとは限らない要
因として，人々がリスクに対する態度や時間選好とい
った心理的バイアスがかかっていることが考えられる．
また，課題としてサンプルサイズ等の研究の限界があ 

るため，今後は大規模な集団をターゲットに成果を検
証していくことが上げられる．さらに，ナッジの活用
が国際的な潮流となっている中で，日本国内のナッジ
の事例がまだ少ないため，ナッジの設計から実装まで
のプロセスが明確でなく，時間がかかる問題もある． 

3 研究目的 

本研究は心理的バイアスがナッジの効果に与える影
響を明確にし，今後ナッジ政策について実証研究を行
う際に実験計画のデザイン支援するためのエージェン
トベースモデルを作成することを目的としている．本
研究では，つくば市で実証研究が行われていた手指消
毒ナッジの事例を取り上げ，まずつくば市の実証研究
のシチュエーションと施策をモデルによって表現する．
次に大規模な集団をターゲットに検証を行う際の実験
計画に貢献するために，モデルを用いて心理的バイア
スがかかっているという前提の下で，手指消毒率をあ
げるために有効なナッジ施策を試みる． 
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4 モデルの概要 

エネルギー関数によってつくば市の実証研究の手指
消毒ナッジを表現し，その効果の検証とバイアスとの
関係性を分析するモデルを作成する． 

4.1 データの整理 

本研究ではつくば市で行った実証研究のデータを使

用する．つくば市の事例 9)では，来庁者の性質ごとに

行動パターンを分析した上で介入方法を検討した．来

庁者には主に「急いでいる人」と「急いでいない人」

の 2種類があると考え，「急いでいる人」は「限定合

理性」や「過信」といった認知バイアスが関係してい

ると考えられる．一方で「急いでいない人」は「利用

可能性」と「不注意」といった認知バイアスがあると

考えられる．これを踏まえて，「消毒の方向に矢印の

有無」，「入口に消毒方法のポスターの有無」，「チ

ラシの単純化を強化の有無」，「設置場所を風除室に

する」といった介入ナッジを使った．これらの介入ナ

ッジは，ナッジの構成要素の中の「インセンティブ」

「顕著性」「デフォルト」として考えられる． 

観察によって，ナッジがない場合と比べ，矢印とポ

スターがあった場合，消毒実施率が約 8％上がったこ

とがわかった．また，矢印・ポスターの介入がない場

合，場所を変更すると消毒実施率が高くなる．つまり，

動線上に設置することや目立たせることが重要である． 

このつくば市の消毒ナッジの事例を，永野 7)のプロ

トタイプモデルを基に，アクセルロッドが提唱したラ

ンドスケープ理論のエネルギー関数を用いてナッジモ

デルを作成すると考えている．プロトタイプモデルで

は，本来のエネルギー関数を式（1）のように変形した． 

式（1） 

：ナッジに対する感度 

：規範親密度 

：距離バイアス 

本研究では，ナッジに対する感度 を「エージ

ェント自身が持つナッジに対する影響の受けやすさ」

として解釈し，エージェントの属性ごとに設定する．

このパラメータは直接的にエージェントの意思決定行

動に関わるものであるため，選択アーキテクチャの「イ

ンセンティブ・顕著性」に当てはまると考えられる．

規範親密度 を「社会的規範に従って行動を取り

たいかの意思の強さ」として解釈し，これを正常性バ

イアスによって表現する．距離バイアス を「他の

エージェントと同じ行動を取りたいかの意思の強さ」

として解釈し，同調性バイアスによって表現すると考

えている．この二つのパラメータは選択アーキテクチ

ャの「規範・エゴ」に当てはまると考えられる． 

4.2 モデルの妥当性検証 
つくば市のデータを踏まえて，モデルのバリデーシ

ョンについて検討する． 

4.2.1 定性的バリデーション 
定性的にモデルの妥当性を検討するに当たって，以

下の項目を考えらえる．(1)バイアスが大きい属性のエ
ージェントが増えると，消毒率が低くなる．(2)バイア
スが小さい属性のエージェントが増えると，消毒率が
高くなる．(3)周囲の行動が自分の意思決定に影響して
いると考えられることから，同調効果が行動誘導効果
を高める 7）．(4)知らない人より，同行者のほうが意思
決定に大きな影響がある 8）．(5)利得フレームと損失フ
レームよりも，実行意図の形成に繋がるような手順フ
ローを明記するほうが意思決定に影響を与える 5）． 

4.2.2 定量的バリデーション 
定量的にモデルの妥当性を検討するに当たって，以

下のような項目とデータを用いる 9）．(1)ナッジの介入
がない時，消毒率が約 10～15％となる．(2)ナッジの選
択アーキテクチャが「インセンティブ」のみ介入する
場合，消毒率が約 1～2％上がる．(3)ナッジの選択アー
キテクチャが「規範」のみ介入する場合，消毒率が約 2

～5％上がる．(4)取り入れたナッジを増やすと，消毒
率がさらに上がる． 

5 今後の課題 

モデルを洗練させながら，実験計画を立てる．ナッ

ジの選択アーキテクチャとエネルギー関数の変数の関

連性について確認・検討する必要がある．また，エー

ジェントの属性ごとに設定する際に属性の分類・特徴，

正常性バイアス・同調性バイアスとナッジの関係およ

び表現方法についてさらなる調査が必要である． 
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